
昭
和
前
期
の
仏
教
界
と
連
合
組
織

─
仏
教
連
合
会
か
ら
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
ま
で
─

Coalition of O
rganizations and Buddhist W

orld in the Early Show
a Period: From

 Bukkyo R
engo-

kai 

（Japan Buddhist Federation

） to D
ai N

ihon Senji Shukyo H
okoku-kai 

（Greater Japan W
artim

e 
Patriotic A

ssociation of Religions

）

大　

澤　

広　

嗣
（Ō

SA
W

A
 K

ōji

）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
仏
教
連
合
会
、
大
日
本
仏
教
連
合
会
、
大
日
本
仏
教
会
、
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
、
文
部
省
、
民
法
法
人
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は
じ
め
に

１　

目
的

　

本
論
は
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
仏
教
界
の
連
合
組
織
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
と
役
割
を
論
じ
る
。
対
象
と
な
る
連
合
組
織
は
、

仏
教
連
合
会
で
あ
る
。
法
人
格
の
な
い
任
意
団
体
に
始
ま
り
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ

の
後
は
二
度
の
名
称
変
更
を
行
っ
た
。
一
九
四
四
年
に
解
散
と
な
り
、
宗
教
界
全
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国

会
に
再
編
さ
れ
た
。
本
論
は
、
敗
戦
直
後
の
同
報
国
会
ま
で
を
範
囲
と
す
る
。

　

仏
教
界
の
連
合
組
織
を
取
り
あ
げ
る
の
は
、
宗
教
界
に
お
い
て
教
派
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
の
連
合
組
織
は
、
任
意
団
体
で
あ
っ

た
が
、
仏
教
界
だ
け
が
、
民
法
（
明
治
二
九
年
法
律
第
八
九
号
）
の
第
三
四
条
に
基
づ
き
、
文
部
大
臣
か
ら
財
団
法
人
の
設
立
許

可
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
財
団
法
人
に
な
る
こ
と
で
、
法
人
名
義
で
財
産
の
管
理
が
で
き
る
が
、
主
務
官
庁
か
ら
指
導
監

督
を
受
け
た
。
仏
教
連
合
会
の
財
団
法
人
の
設
立
が
許
可
さ
れ
た
の
は
、
国
家
総
動
員
法
（
昭
和
一
三
年
法
律
第
五
五
号
）
が
公

布
施
行
さ
れ
た
年
次
で
あ
る
。
こ
の
法
人
格
の
取
得
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
政
府
の
戦
時
体
制
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

仏
教
界
の
連
合
組
織
の
変
遷

　

本
論
で
述
べ
る
仏
教
界
の
連
合
組
織
の
沿
革
の
概
要
を
述
べ
る
。
本
論
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
設
立
さ
れ
た
任
意
団

体
で
あ
る
仏
教
連
合
会
を
起
点
と
す
る
。

　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
」
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
設
立
許
可
を
受
け
て
法
人
化
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
に
「
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会
」
と
改
称
さ
れ
た
後
、
一
九
四
一
年
に
任
意
団
体
の
興
亜
仏
教
協
会
を
吸
収
合

併
し
て
、「
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
」
と
な
っ
た
。
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一
九
四
四
年
に
は
、
文
部
省
の
指
導
に
よ
り
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
は
解
散
と
な
り
、
神
道
教
派
、
キ
リ
ス
ト
教
の
連
合
組

織
を
解
散
し
て
「
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
」
が
再
編
さ
れ
た
。
内
部
の
機
構
と
し
て
、
仏
教
局
等
が
置
か
れ
た
。

　

敗
戦
後
に
は
、
任
意
団
体
の
日
本
仏
教
連
合
会
が
再
建
さ
れ
、
一
九
五
一
年
に
は
日
本
仏
教
徒
会
議
が
発
足
し
た
。
こ
れ
ら
団

体
を
再
編
し
て
、
一
九
五
四
年
の
全
日
本
仏
教
会
の
創
立
と
な
り
、
一
九
五
七
年
に
「
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
」（
略
称
「
全

仏
」）
と
し
て
、
改
め
て
文
部
大
臣
よ
り
設
立
が
許
可
さ
れ
た
。
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に

は
「
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
」
に
移
行
し
て
、
文
部
科
学
省
の
所
管
か
ら
離
れ
た
。

　

一
方
の
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、
敗
戦
直
後
に
「
財
団
法
人
日
本
宗
教
会
」
と
改
称
し
た
。
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
に
「
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
」（
略
称
「
日
宗
連
」）
と
な
り
、
政
府
の
影
響
下
か
ら
離
れ
体
制
を
一
新
し
た
。

二
〇
一
二
年
に
「
公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
」
と
な
っ
た
。
現
在
、
同
連
盟
は
、
各
宗
教
系
統
の
連
合
組
織
が
連
盟
の
協
賛

団
体
と
な
っ
て
い
る
。
教
派
神
道
連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、
宗
教
法
人
神
社
本

庁
、
公
益
財
団
法
人
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
の
五
団
体
で
、
順
位
は
設
立
順
に
基
づ
く
。

　

ま
と
め
る
と
戦
前
の
「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
」
と
現
在
の
「
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
」
は
、
法
人
格
は
連
続
し
て
い

な
い
が
、
日
本
の
仏
教
宗
派
の
連
合
組
織
と
い
う
役
割
は
共
通
す
る
。
戦
前
の
「
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
」
と
現
在

の
「
公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
」
は
、
法
人
格
は
連
続
し
て
い
る
が
、
財
団
法
人
の
規
則
で
あ
る
寄
附
行
為
（
現
制
度
で
は

定
款
）
の
目
的
や
体
制
は
異
な
る
。
法
人
格
は
従
前
の
も
の
を
継
承
し
て
い
る
が
、
法
人
側
は
全
く
別
の
団
体
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る（

1
（

。
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３　

総
力
戦
下
の
宗
教
界
の
統
制

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、
宗
教
界
全
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
。
同

会
に
至
る
ま
で
、
戦
時
下
の
宗
教
界
の
連
合
組
織
は
複
数
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
以
降
、
国
内
各
方
面
で
は
統
制
が
進
ん
だ
が
、
宗

教
界
の
場
合
は
遅
延
し
て
い
た
。
国
民
全
体
の
統
制
と
動
員
を
進
め
る
内
閣
と
宗
教
団
体
を
所
管
す
る
文
部
省
の
間
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
と
思
惑
か
ら
施
策
を
進
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

内
閣
の
動
き
と
し
て
、
大
政
翼
賛
会
の
主
導
で
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
五
月
三
一
日
、
任
意
団
体
の
「
大
日
本
宗
教
報
国

会
」
が
結
成
さ
れ
た（

2
（

。
公
事
結
社
で
あ
る
大
政
翼
賛
会
（
総
裁
は
内
閣
総
理
大
臣
）
が
、
文
部
省
の
協
力
を
得
て
設
立
し
た
も
の

で
、
神
道
教
派
連
合
会
、
大
日
本
仏
教
会
、
日
本
基
督
教
連
合
会
の
三
団
体
が
賛
助
団
体
と
な
っ
た
。
初
代
理
事
長
は
千
家
尊
宣

（
大
政
翼
賛
会
参
与
）
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
三
月
に
解
消
さ
れ
た
。
同
年
四
月
、
大
政
翼
賛
会
興
亜
局
の
呼
び
か
け
で
、
前

述
の
三
団
体
に
、
大
日
本
回
教
協
会
と
東
京
イ
ス
ラ
ム
教
団
を
加
え
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
建
設
に
協
力
す
る
と
し
た
、
任
意

団
体
の
「
興
亜
宗
教
同
盟
」
が
発
足
し
た
。
当
初
は
早
期
に
発
足
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
政
翼
賛
会
と
文
部
省
の
間
で
調
整
が
つ

か
ず
、
設
立
が
遅
延
し
た
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
文
部
省
の
主
導
と
し
て
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
、
任
意
団
体
の
「
宗
教
団
体
戦
時
中
央
委
員

会
」
が
発
足
し
た
。
委
員
会
は
、
文
部
省
と
諸
官
庁
が
宗
教
界
と
の
相
互
連
絡
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た（

3
（

。
後
述
す
る

よ
う
に
、
同
会
は
、
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
に
再
編
さ
れ
る
。

　

右
記
の
よ
う
に
戦
時
下
に
は
、
宗
教
界
の
連
合
組
織
が
、
複
数
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
政
府
内
や
外
部
有
識
者
か

ら
、
総
力
戦
の
た
め
宗
教
団
体
を
効
率
的
に
統
制
す
る
、
宗
教
政
策
の
推
進
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

　

政
府
で
は
、
宗
教
政
策
を
審
議
す
る
機
関
の
制
度
化
が
試
み
ら
れ
た
。
か
つ
て
宗
教
制
度
調
査
会
（
大
正
一
五
年
勅
令
第

一
一
六
号
で
設
置
）
と
し
て
、
文
部
大
臣
の
監
督
下
で
宗
教
界
・
学
者
・
政
治
家
を
集
め
た
諮
問
機
関
が
設
置
さ
れ
、
宗
教
団
体
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法
案
が
審
議
さ
れ
た
。
宗
教
団
体
法
（
昭
和
一
四
年
法
律
第
七
七
号
）
が
、
一
九
四
〇
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
と
、
宗
教
制

度
調
査
会
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

一
九
四
一
年
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
属
し
た
教
育
審
議
会
（
昭
和
一
二
年
勅
令
第
七
一
一
号
で
設
置
）
で
、
新
た
な
宗

教
制
度
に
関
す
る
諮
問
機
関
の
設
置
が
答
申
さ
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た（

4
（

。
そ
の
後
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
機
関
は

な
く
、
文
部
省
が
必
要
に
応
じ
て
宗
教
界
や
有
識
者
か
ら
任
意
の
懇
談
会
で
意
見
を
聴
取
し
て
い
た
の
で
、
決
定
に
法
的
な
拘
束

力
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
三
日
、
文
部
大
臣
官
邸
に
て
宗
教
行
政
に
関
す
る
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、「
内
外
地
の
宗
教
行
政
の
連
絡
を
強
化
統
一
せ
し
め
る
こ
と
」、「
今
後
宗
教
行
政
を
一
層
円
滑
に
運
用
す
る
た
め
文
部

省
内
へ
宗
教
審
議
会
の
設
置
を
考
慮
す
る
こ
と
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た（

5
（

。
そ
の
後
、
文
部
省
で
は
、
一
九
四
三
年
初
頭
こ
ろ
か

ら
宗
教
行
政
の
諮
問
機
関
設
置
の
検
討
を
始
め
た
が
、
政
府
内
で
の
調
整
に
は
更
に
時
間
を
要
し
た
。

　

ま
た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
宗
教
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
四
二
年
の
大
東
亜
省
の
設
置
後
は
、
外
地
の
宗
教
対
策
の
所
管
が

文
部
省
か
ら
大
東
亜
省
に
移
っ
た
。
し
か
し
同
省
は
、
各
省
局
を
再
編
し
た
た
め
、
当
初
は
事
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
結
局
は

後
述
す
る
文
部
大
臣
の
監
督
下
に
あ
っ
た
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
の
答
申
で
、
大
東
亜
の
宗
教
政
策
に
関
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
つ
ま
り
戦
時
下
の
宗
教
政
策
は
、
足
並
み
が
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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一　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会

１　

前
史
の
任
意
団
体
時
期

　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
は
、
法
人
格
を
取
得
す
る
前
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
の
仏
教
界
で
の
連
合
組
織
は
、
公
益
財

団
法
人
全
日
本
仏
教
会
で
あ
る
が
、「
本
会
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
、
国
家
の
宗
教
統
制
に
反
対
し
て
結
成
さ
れ
た
「
仏

教
懇
話
会
」
に
淵
源（

（
（

」
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
年
次
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
資
料
か
ら
、
設
立
年
次
を
確
認
す
る
。
仏
教
連
合
会
が
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
財
団
法
人
の
設
立
に
際
し

て
、
文
部
省
に
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、「
本
会
は
大
正
元
年
、
明
治
天
皇
御
大
喪
に
就
き
、
仏
教
各
宗
派
管
長
中
よ
り
代
表

者
の
参
列
に
関
し
、
各
宗
派
当
局
者
の
協
議
会
開
催
に
端
を
発
し
、
同
年
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
を
設
置
し
各
宗
派
管
長
及
宗
務
要

職
者
間
の
親
睦
を
敦
く
し
、
其
の
共
通
事
項
を
審
議
処
弁
す
る
機
関
と
し
て
、
東
京
に
本
部
を
設
け
た
り（

（
（

」
と
あ
る
。
後
身
の
大

日
本
仏
教
会
の
資
料
に
も
、「
明
治
四
十
五
年
、
仏
教
各
宗
派
管
長
及
重
役
は
時
勢
に
鑑
み
各
宗
派
の
連
絡
協
調
と
共
通
事
項
審

議
処
弁
の
中
央
機
関
と
し
て
仏
教
懇
話
会
を
設
置
す（

（
（

」
と
あ
る
。

　

引
用
し
た
資
料
で
は
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
内
務
次
官
の
床
次
竹
二
郎
の
提
唱
で
、
一
九
一
二
（
明
治

四
五
）
年
二
月
に
行
わ
れ
た
、
教
派
神
道
、
仏
教
宗
派
、
キ
リ
ス
ト
教
の
各
派
関
係
者
に
よ
る
「
三
教
会
同
」
を
発
端
と
す
る
。

同
年
七
月
三
〇
日
に
明
治
天
皇
は
崩
御
し
て
、
同
（
大
正
元
）
年
九
月
一
三
日
に
大
喪
儀
が
、
東
京
の
青
山
練
兵
場
（
現
在
の
明

治
神
宮
外
苑
）
で
行
わ
れ
、
仏
教
各
宗
派
の
幹
部
が
参
列
し
た
。『
中
外
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
三
教
会
同
を
契
機
と
し
て
仏
教
各

宗
派
懇
話
会
が
設
立
さ
れ
、
大
喪
儀
の
直
後
に
第
一
回
打
合
会
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

つ
ま
り
仏
教
界
の
連
合
組
織
の
淵
源
は
、
全
日
本
仏
教
会
が
説
明
す
る
「
一
九
〇
〇
年
」
で
は
な
く
、
実
際
に
は
「
一
九
一
二
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年
」
な
の
で
あ
る
。
長
ら
く
仏
教
界
で
は
、
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
の
淵
源
に
つ
い
て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
一
二
月
に
、

帝
国
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
第
一
次
宗
教
法
案
（
一
九
〇
〇
年
二
月
貴
族
院
で
否
決
）
に
反
対
し
て
、
仏
教
界
の
有
志
が
結
成
し
た

団
体
と
混
同
し
て
き
た
可
能
性
が
あ
る（

（（
（

。
全
日
本
仏
教
会
の
記
述
は
、
同
会
が
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
各
種
年
史
に
依
拠
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
正
確
な
資
料
が
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
日
本
仏
教
会
時
代
の
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
〇
月
一
一
日
に

発
生
し
た
事
務
所
の
火
災
に
よ
り
、
記
録
が
欠
損
し
た
か
ら
で
あ
り
止
む
を
得
な
い（

（（
（

。

　

そ
の
後
の
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
の
沿
革
を
見
て
い
こ
う
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
は
「
仏
教
連
合
会
」
と
改
称
し
て
、
以

降
は
事
業
と
活
動
を
活
発
に
展
開
し
た
。
後
述
す
る
一
九
三
八
年
の
財
団
法
人
化
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
政
教
問
題
に
つ
い
て

は
、
宗
教
（
団
体
）
法
制
定
問
題
、
寺
院
の
国
有
境
内
地
譲
与
問
題
、
僧
侶
参
政
権
問
題
、
治
安
警
察
法
の
改
正
問
題
、
ロ
ー
マ

教
皇
庁
の
使
節
交
換
の
反
対
運
動（

（（
（

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
事
業
と
し
て
、
対
外
的
に
は
、「
東
亜
仏
教
徒
親
善
増
進
、
東
亜
仏
教

徒
大
会
の
開
催
、
日
本
仏
教
徒
訪
華
団
派
遣
、
北
支
水
災
罹
災
民
救
護
、
北
支
難
民
救
済
薬
寄
贈
、
支
那
布
教
圏
問
題
解
決
促
進

運
動
等（

（（
（

」、
対
内
的
に
は
、「
仏
教
教
化
の
振
興
、
仏
教
徒
社
会
事
業
、
司
法
保
護
事
業
、
教
化
事
業
の
発
展
、
全
日
本
仏
教
徒
社

会
事
業
総
連
盟
の
結
成
、
時
局
認
識
の
徹
底
、
思
想
国
防
及
軍
備
充
実
の
趣
旨
普
及
、
普
通
選
挙
の
精
神
徹
底
、
内
鮮
融
和
増
進

朝
鮮
留
学
生
養
成
、
及
、
仏
教
音
楽
の
普
及
等（

（（
（

」
を
行
っ
た
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
機
関
誌
と
し
て
、
月
刊
『
政
教
新

論
』（
発
行
名
義
は
政
教
新
論
社
）
を
創
刊
し
た
。
ま
た
各
道
府
県
に
支
部
を
設
置
し
、
組
織
を
強
化
し
て
施
策
を
浸
透
さ
せ
た
。

２　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
設
立
許
可

　

仏
教
連
合
会
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月
一
一
日
に
、
文
部
大
臣
よ
り
民
法
に
基
づ
く
公
益
法
人
と
し
て
、
財
団
法

人
の
設
立
許
可
を
受
け
、
七
月
二
八
日
に
設
立
登
記
が
な
さ
れ
た
。

　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
設
立
当
初
は
、
宗
派
の
連
絡
を
行
う
事
務
局
体
制
の
確
立
の
た
め
、
調
整
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
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「
窪
川
旭
丈
、
市
橋
覚
俊
氏
が
主
事
を
勤
め
る
頃
か
ら
、
漸
く
各
宗
の
共
同
体
の
体
裁
を
整
え
始
め
た（

（（
（

」
と
い
う
。
窪
川
は
浄
土

宗
僧
侶
、
市
橋
は
新
義
真
言
宗
豊
山
派
（
現
真
言
宗
豊
山
派
）
の
僧
侶
で
あ
る
。
市
橋
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で

同
派
の
宗
務
長
を
務
め
て
い
た
。
仏
教
連
合
会
が
、
財
団
法
人
と
し
て
の
設
立
を
文
部
省
に
申
請
し
た
際
に
は
、
書
類
上
の
設
立

代
表
者
の
名
義
は
、
市
橋
で
あ
っ
た
。

　

当
初
の
仏
教
連
合
会
の
目
的
等
は
、
財
団
法
人
の
寄
附
行
為
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
寄
附
行
為
（
昭
和
一
三
年
七
月
一
一
日
文
部
大
臣
許
可
）（
抄
）

　
　

第
一
条　

本
会
ヲ
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
ト
称
ス

　
　

第
二
条　

本
会
ハ
仏
教
各
宗
派
ノ
連
絡
協
調
ヲ
図
リ
其
ノ
共
通
事
項
ヲ
審
議
処
弁
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　

第
三
条　

前
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
行
フ
事
業
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一　

仏
教
各
宗
派
ノ
宗
務
及
教
化
事
業
ノ
連
絡
協
調

　
　
　
　

二　

仏
教
各
宗
派
ノ
僧
侶
教
師
及
社
会
事
業
、
教
化
事
業
、
保
護
事
業
関
係
者
ノ
講
習
会
、
研
究
会
及
講
演
会
開
催

　
　
　
　

三　

仏
教
各
宗
派
共
同
事
業
ノ
後
援
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　

四　

其
ノ
他
本
会
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
事
項（

（（
（

　

仏
教
連
合
会
が
、
財
団
法
人
格
を
取
得
し
た
の
は
意
図
が
あ
っ
た
。
前
記
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
財
務
基
盤
の
確
立
を
行
う

た
め
だ
け
で
は
な
い
。
設
立
時
の
理
由
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
設
立
理
由
書
（
抄
）
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仏
教
連
合
会
ハ
…
…
創
立
以
来
…
…
仏
教
ノ
興
隆
ト
文
化
ノ
発
展
ニ
寄
与
シ
来
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
今
般
時
代
ノ
趨
勢
ニ
鑑

ミ
事
業
ノ
拡
張
、
対
外
的
活
動
ノ
強
化
、
財
産
ノ
所
有
及
金
品
ノ
寄
附
受
入
等
ノ
為
法
人
格
ヲ
具
有
ノ
必
要
ヲ
痛
感
シ
茲
ニ

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
ヲ
設
立
シ
以
テ
益
々
仏
教
報
国
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

　

つ
ま
り
仏
教
を
「
興
隆
」
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
っ
た
が
、
前
年
の
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発

し
て
、
戦
時
体
制
に
入
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
事
業
を
広
げ
、
対
外
的
に
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
財
団
法
人
格
を
持
つ

こ
と
で
、
財
務
基
盤
の
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
中
戦
争
の
影
響
は
、
仏
教
連
合
会
の
活
動
に
波
及
し
た
。
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
で
は
、
一
九
三
七
年
八
月
に
「
国
民
精

神
総
動
員
実
施
要
綱
」（
閣
議
決
定
）
に
よ
り
運
動
が
始
ま
っ
た
。
一
九
三
八
年
一
〇
月
に
、
民
間
側
の
団
体
と
し
て
国
民
精
神

総
動
員
中
央
連
盟
（
会
長
海
軍
大
将
有
馬
良
橘
）
が
結
成
さ
れ
た
が
、
仏
教
連
合
会
は
こ
れ
に
加
盟
し
た
。
仏
教
連
合
会
で
は
、

「
支
那
事
変
勃
発
以
来
は
、
不
断
に
各
宗
派
、
各
仏
教
団
体
の
時
局
活
動
の
拡
大
強
化
を
激
励
し
。
特
に
、
皇
軍
感
謝
・
銃
後
後

援
・
報
国
托
鉢
、
忠
霊
顕
彰
、
軍
人
援
護
、
戦
没
軍
馬
追
弔
・
愛
馬
思
想
作
興
等
に
就
て
は
、
仏
教
五
十
六
宗
派
宗
務
総
長
連
名

の
連
合
告
達
を
数
回
発
布（

（（
（

」
し
た
。

　

ま
た
中
国
大
陸
に
は
、
仏
教
徒
が
多
い
た
め
、
文
化
工
作
に
関
わ
っ
た
。
同
会
で
は
、「
支
那
関
係
有
力
文
化
団
体
二
十
五
団

体
と
共
に
対
支
文
化
工
作
協
議
会
を
結
成
し
、
日
本
の
真
精
神
を
宣
明
発
揚
す
る
た
め
「
日
本
仏
教
徒
よ
り
中
華
仏
教
徒
へ
」
の

放
送
、
及
、
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
刊
行
し
て
普
く
配
布
し
。
ま
た
時
局
講
演
会
、
支
那
開
教
講
習
会
の
開
催
、
北
京
の
仏
教
同
願

会
、
上
海
の
中
支
宗
教
大
同
連
盟
に
加
盟
活
動
す
る
外
、
更
に
興
亜
宗
教
工
作
、
文
化
工
作
等
に
就
き
て
種
々
画
策（

（（
（

」
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。
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二　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会
へ
の
改
称

　

財
団
法
人
仏
教
連
合
会
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
七
月
一
五
日
に
は
、
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会
と
改
称
し
た
。

名
称
の
変
更
は
、
同
名
の
地
方
組
織
が
多
い
と
の
理
由
で
あ
っ
た
が
、
名
称
に
「
大
日
本
」
と
冠
し
た
こ
と
で
、
前
記
し
た
「
財

団
法
人
仏
教
連
合
会
設
立
理
由
書
」
の
文
中
に
あ
る
よ
う
に
「
仏
教
報
国
」
へ
の
志
向
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

　

改
称
さ
れ
た
直
後
の
機
関
誌
『
政
教
新
論
』
第
二
七
巻
第
九
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
）
を
見
る
と
、「
新
体
制
確
立
に
関
す
る

近
衛
内
閣
総
理
大
臣
声
明
」
と
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
枢
密
院
議
長
を
辞
し
た
近
衛
文
麿
が
、
一
九
四
〇
年
六
月
二
四
日

に
新
た
な
政
治
体
制
の
確
立
を
目
指
す
新
体
制
声
明
を
発
し
て
、
米
内
光
政
内
閣
の
解
散
後
、
七
月
二
二
日
に
第
二
次
近
衛
文
麿

内
閣
を
成
立
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
同
年
は
、
初
代
天
皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
が
即
位
し
て
か
ら
起
算
し
て
皇
紀
二
六
〇
〇
年
と
さ
れ
た
。
一
一
月
に
は
内
閣

主
催
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
」
と
官
民
で
の
各
種
慶
祝
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。
大
日
本
仏
教
連
合
会
で
は
、「
仏
教
五
十
六

宗
派
及
本
会
各
府
県
支
部
、
各
仏
教
団
体
等
に
大
い
に
之
が
遂
行
を
奨
励
し
、
…
…
橿
原
神
宮
外
苑
…
…
に
記
念
植
樹
を
な
し
。

ま
た
宮
城
外
苑
肇
国
奉
国
奉
公
隊
に
仏
教
徒
の
勤
労
奉
仕
、
及
、
記
念
植
樹
等
の
奨
励（

（（
（

」
を
行
っ
た
。
同
年
に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
万
国
博
覧
会
は
、
こ
の
祝
賀
行
事
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
中
戦
争
の
影
響
で
、
既
に

開
催
返
上
を
決
定
し
て
い
た
。
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三　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
改
称

１　

組
織
と
事
業

（
１
）
組
織

　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
連
合
会
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
三
月
二
四
日
に
再
び
名
称
を
変
更
し
た
。
す
な
わ
ち
財
団
法

人
大
日
本
仏
教
会
で
あ
る
。
こ
の
改
称
は
、
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
対
中
国
行
政
の
事
務
機
関
で
あ
る
興
亜
院
の
指
導
に
よ
っ
て
、

任
意
団
体
の
興
亜
仏
教
協
会
を
吸
収
合
併
し
た
再
編
で
あ
っ
た
。
興
亜
仏
教
協
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
項
で
は
省
略
す
る（

（（
（

。

　

初
代
会
長
は
、
真
宗
木
辺
派
管
長
の
木
辺
孝
慈
（
真
宗
本
願
寺
派
第
二
二
世
宗
主
大
谷
光
瑞
の
実
弟
）、
興
亜
局
長
は
馬
田
行

啓
（
日
蓮
宗
宗
務
総
監
）
で
あ
る
。
そ
の
後
の
幹
部
を
見
る
と
、
一
九
四
二
年
に
は
二
代
会
長
は
酒
井
日
慎
（
日
蓮
宗
管
長
）、

副
会
長
は
安
田
力
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
顧
問
）、
総
務
局
長
は
梅
山
英
夫
（
真
宗
本
願
寺
派
）、
興
亜
局
長
は
中
村
教
信
（
元
真
言

宗
興
亜
部
長
）
が
就
任
し
た
。
一
九
四
四
年
八
月
か
ら
は
三
代
会
長
は
郁
芳
随
円
（
浄
土
宗
管
長
）、
副
会
長
は
倉
持
秀
峰
（
真

言
宗
宗
機
顧
問
）、
総
務
局
長
は
来
馬
琢
道
（
曹
洞
宗
）、
教
化
局
長
は
花
月
純
誠
（
真
宗
本
願
寺
派
）、
興
亜
局
長
は
上
野
興
仁

（
真
宗
大
谷
派
）
で
あ
っ
た
。

　

大
日
本
仏
教
会
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
宗
派
の
規
模
に
応
じ
て
、
人
員
を
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
教
勢
の
大
き
い

宗
派
は
、
大
日
本
仏
教
会
内
で
発
言
力
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
理
事
は
一
五
人
で
、
各
宗
派
の
宗
務
要
職
者
か
ら
会
長
が
委
嘱
す

る
こ
と
に
な
り
、
監
事
は
二
人
、
評
議
員
は
若
干
人
で
各
宗
派
よ
り
各
一
人
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
た
だ
し
所
属
寺
院

が
一
千
か
寺
を
超
え
る
宗
派
は
、
二
千
か
寺
ご
と
に
一
人
を
追
加
す
る
こ
と
が
寄
附
行
為
で
定
め
ら
れ
た
。

　

加
盟
組
織
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
時
点
で
は
、
仏
教
宗
派
は
計
一
三
宗
二
八
派
、
仏
教
会
は
四
七
道
府
県
と
外
地
（
樺
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太
仏
教
連
合
会
、
台
湾
仏
教
会
）
の
計
四
九
団
体
で
あ
っ
た
。

　

大
日
本
仏
教
会
の
外
地
連
絡
所
は
、
計
七
か
所
が
あ
っ
た
。
満
洲
国
連
絡
所
（
新
京
、
満
洲
国
仏
教
総
会
内
）、
中
華
民
国
華

北
連
絡
所
（
北
京
、
北
支
日
本
仏
教
連
合
会
内
）、
同
華
中
連
絡
所
（
上
海
、
中
支
宗
教
大
同
連
盟
仏
教
部
内
）、
同
華
南
連
絡
所

（
広
東
、
東
本
願
寺
内
広
東
日
本
仏
教
連
合
会
内
）、
関
東
州
連
絡
所
（
大
連
、
西
本
願
寺
内
関
東
州
仏
教
総
会
内
）、
朝
鮮
連
絡

所
（
京
城
、
朝
鮮
総
督
府
社
会
教
育
課
内
朝
鮮
仏
教
協
和
会
内
）、
台
湾
連
絡
所
（
台
北
、
台
湾
総
督
府
文
教
局
社
会
課
内
台
湾

仏
教
会
内
）
で
あ
る（

（（
（

。

　

大
日
本
仏
教
会
に
所
属
す
る
宗
派
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
宗
教
団
体
法
の
施
行
前
は
、
一
三
宗
五
六
派
で
あ
っ
た
が
、
施
行
後

は
あ
ら
た
め
て
同
法
に
よ
る
認
可
を
要
し
た
。
一
九
四
一
年
三
月
か
ら
一
九
四
二
年
三
月
に
か
け
て
、
教
派
神
道
一
三
、
仏
教
宗

派
二
八
、
キ
リ
ス
ト
教
団
二
が
認
可
さ
れ
た
。
仏
教
宗
派
は
、
一
九
四
一
年
三
月
の
一
か
月
間
で
全
派
が
認
可
さ
れ
た
。
移
行
状

況
は
次
の
頁
に
あ
る
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

仏
教
宗
派
は
、
一
三
宗
五
六
派
か
ら
二
八
派
に
半
減
し
た
の
は
、
文
部
省
が
認
可
に
際
し
て
共
通
す
る
宗
祖
を
仰
ぐ
宗
派
の
合

同
の
促
進
を
指
導
し
た
か
ら
で
あ
る
。
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
寄
附
行
為
に
は
、
宗
派
の
参
加
に
関
す
る
条
項
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
文
部
大
臣
が
認
可
し
た
全
て
の
宗
派
が
所
属
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た（

（（
（

。

　

な
お
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
一
月
二
六
日
に
は
、
文
部
大
臣
の
橋
田
邦
彦
、
文
部
次
官
の
菊
池
豊
三
郎
、
文
部
省
教

化
局
長
の
阿
原
謙
蔵
と
共
に
、
各
教
派
、
宗
派
、
教
団
の
管
長
と
統
理
者
が
、
昭
和
天
皇
に
拝
謁
し
た
。
管
長
と
統
理
者
は
、
勅

任
官
（
天
皇
が
任
命
す
る
官
吏
）
待
遇
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
四
四
年
九
月
に
文
部
省
の
指
導
で
大
日
本
仏
教
会
は
解
散
と
な
り
、
後
述
す
る
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
に
再

編
さ
れ
た（

（（
（

。
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表　宗教団体法に基づく仏教宗派の認可状況（22）

13 宗 5（ 派
（宗教団体法の施行前）

13 宗 2（ 派
（宗教団体法の施行後）

天台宗、天台宗寺門派、天台宗真盛派 天台宗
古義真言宗、真言宗醐醍派、真言宗東寺派、真言宗
泉涌寺派、真言宗山階派、真言宗善通寺派、新義真
言宗智山派、新義真言宗豊山派

真言宗

真言律宗 真言律宗
律宗 律宗
浄土宗 浄土宗
浄土宗西山禅林寺派、浄土宗西山光明寺派、浄土宗
西山深草派

浄土宗西山派

臨済宗天竜寺派、臨済宗相国寺派、臨済宗建仁寺派、
臨済宗南禅寺派、臨済宗妙心寺派、臨済宗建長寺派、
臨済宗東福寺派、臨済宗大徳寺派、臨済宗円覚寺派、
臨済宗永源寺派、臨済宗方広寺派、臨済宗仏通寺派、
臨済宗向嶽寺派

臨済宗

臨済宗国泰寺派 臨済宗国泰寺派
曹洞宗 曹洞宗
黄檗宗 黄檗宗
真宗本願寺派 真宗本願寺派
真宗大谷派 真宗大谷派
真宗高田派 真宗高田派
真宗興正派 真宗興正派
真宗仏光寺派 真宗仏光寺派
真宗木辺派 真宗木辺派
真宗出雲路派 真宗出雲路派
真宗山元派 真宗山元派
真宗誠照寺派 真宗誠照寺派
真宗三門徒派 真宗三門徒派
日蓮宗、顕本法華宗、本門宗 日蓮宗
日蓮正宗 日蓮正宗
本門法華宗、法華宗、本妙法華宗 法華宗
日蓮宗不受不施派、日蓮宗不受不施講門派 本化正宗
時宗 時宗
融通念仏宗 融通念仏宗
法相宗 法相宗
華厳宗 華厳宗
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（
２
）
事
業

　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
目
的
と
事
業
に
つ
い
て
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
時
点
の
寄
附
行
為
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
　
　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
寄
附
行
為
（
昭
和
一
七
年
六
月
一
八
日
文
部
大
臣
変
更
認
可
）（
抄
）

　
　

第
一
条　

本
会
ハ
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
ト
称
ス

　

第
二
条　

本
会
ハ
日
本
仏
教
ノ
本
義
ニ
基
キ
仏
教
各
宗
派
及
仏
教
諸
団
体
ノ
協
力
一
致
ヲ
図
リ
天
業
ヲ
翼
賛
ス
ル
ヲ
以
テ
目

的
ト
ス

　
　

第
三
条　

本
会
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
為
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
　
　

一　

仏
教
各
宗
派
ノ
共
通
セ
ル
事
項
ノ
連
絡
協
調
及
処
弁

　
　
　
　

二　

国
民
精
神
作
興
運
動
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　

三　

興
亜
文
化
事
業
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　

四　

教
化
事
業
、
社
会
事
業
、
司
法
保
護
事
業
等
ニ
関
ス
ル
講
習
会
、
研
究
会
、
協
議
会
、
講
習
会
及
大
会
ノ
開
催

　
　
　
　

五　

国
内
及
海
外
ニ
於
ケ
ル
仏
教
各
種
団
体
ト
ノ
連
絡
協
調

　
　
　
　

六　

教
派
及
教
団
ト
ノ
連
絡
交
渉

　
　
　
　

七　

諸
官
署
及
諸
団
体
ト
ノ
連
絡
交
渉

　
　
　
　

八　

其
ノ
他
本
会
ノ
目
的
達
成
ニ
必
要
ナ
ル
調
査
研
究
及
事
業（

（（
（

　

目
的
は
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
天
業
ヲ
翼
賛
」
と
の
表
現
は
、
戦
時
下
の
時
代
背
景
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
が
指

−34−−35−



摘
で
き
る
。
金
属
類
回
収
令
（
昭
和
一
六
年
勅
令
第
八
三
五
号
）
の
公
布
後
、
各
都
府
県
仏
教
会
を
通
じ
て
寺
院
か
ら
の
梵
鐘
や

仏
具
の
回
収
を
進
め
る
な
ど
、
大
日
本
仏
教
会
は
国
家
の
戦
時
体
制
に
関
わ
っ
た
。

２　

興
亜
局
と
南
方
地
域

（
１
）
興
亜
局
の
所
掌
事
務

　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
で
、
日
本
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
対
す
る
活
動
は
、
同
会
の
興
亜
局
が
所
掌
し
た
。

本
項
で
は
南
方
地
域
に
対
す
る
同
会
の
関
与
を
見
て
い
く
。
南
方
地
域
を
取
り
上
げ
る
理
由
と
し
て
、
仏
教
連
合
会
か
ら
大
日
本

仏
教
会
と
改
称
さ
れ
た
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
か
ら
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
に
か
け
て
、
日
本
軍
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
領
イ

ン
ド
シ
ナ
の
武
力
進
駐
を
端
緒
と
し
て
、
南
方
進
出
の
拠
点
確
保
と
そ
の
後
の
進
出
が
本
格
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
日
本
は
、
長

期
化
し
た
日
中
戦
争
を
解
決
す
る
た
め
南
方
方
面
に
進
出
し
た
。
仏
教
連
合
会
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
財
団
法
人
設

立
以
降
、「
近
年
は
特
に
各
宗
派
共
通
の
対
外
問
題
に
活
動（

（（
（

」
し
た
が
、
大
日
本
仏
教
会
の
改
称
を
前
後
し
て
、
従
前
の
中
国
方

面
へ
の
活
動
と
共
に
、
南
方
方
面
の
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
興
亜
局
の
概
要
を
確
認
す
る
。
大
日
本
仏
教
会
の
事
務
規
程
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
事
務
規
程
（
昭
和
一
七
年
五
月
九
日
制
定
）（
抄
）

　
　

第
一
条　

本
会
ニ
左
ノ
二
局
七
部
ヲ
置
ク

　
　
　

総
務
局
／
一　

庶
務
部
／
二　

組
織
部
／
三　

社
会
部
／
四　

財
務
部

　
　
　

興
亜
局
／
一　

連
絡
部
／
二　

調
査
部
／
三　

事
業
部

　
　

第
二
条　

各
局
部
ノ
分
掌
ス
ル
事
務
ノ
既
目
左
ノ
如
シ
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興
亜
局
連
絡
部

　
　
　
　

一　

仏
教
各
宗
派
及
仏
教
諸
団
体
ノ
海
外
ニ
対
ス
ル
事
業
ノ
指
導
、
統
制
及
連
絡
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　

二　

宗
教
家
ノ
交
驩
及
留
学
生
ノ
斡
旋
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　

興
亜
局
調
査
部

　
　
　
　

一　

興
亜
文
化
事
業
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
調
査
及
研
究
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　

興
亜
局
事
業
部

　
　
　
　

一　

東
亜
文
化
事
業
ノ
実
施
及
布
教
圏
ノ
拡
張
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　

二　

仏
教
ヲ
基
調
ト
ス
ル
東
亜
民
族
ノ
親
善
提
携
ニ
関
ス
ル
事
項（

（（
（

　

大
日
本
仏
教
会
の
対
外
活
動
に
つ
い
て
、
興
亜
局
事
業
部
の
事
務
内
容
に
「
布
教
圏
ノ
拡
張
」
と
あ
る
よ
う
に
、
布
教
が
直
接

の
目
的
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
つ
ま
り
こ
の
文
言
は
、
日
本
仏
教
の
影
響
力
拡
大
を
意
味
し
、
後
続
す
る
「
仏
教
ヲ

基
調
ト
ス
ル
東
亜
民
族
ノ
親
善
提
携
」
な
ど
、
文
化
工
作
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
日
本
仏
教
会
に
よ
る
日
本
仏
教
の
南
方
進
出
は
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
中
国
進
出
と
連
続
し
た
動
き
の
中
で
、
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
。
中
国
方
面
に
お
い
て
は
、「
対
支
進
出
宗
教
団
体
指
導
要
領
」（
昭
和
一
六
年
八
月
一
一
日
興
亜
院
文
化
部
長
・
文
部

省
宗
教
局
長
決
定
）
と
共
に
、
仏
教
団
体
に
対
し
て
、「
仏
教
各
宗
派
対
支
進
出
指
導
要
領
」（
同
）
が
発
出
さ
れ
た（

（（
（

。
つ
ま
り
政

府
で
は
、
今
後
に
、
毎
年
度
の
各
仏
教
宗
派
の
対
外
事
業
（
寺
院
や
教
会
の
設
立
、
布
教
師
の
派
遣
等
）
に
関
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
窓
口
で
あ
る
大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
の
取
り
ま
と
め
に
よ
り
、
興
亜
院
と
文
部
省
の
審
査
を
経
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
ま
で
、
各
宗
派
が
中
国
に
進
出
し
て
、
現
地
で
の
競
合
を
問
題
視
し
た
た
め
、
大
日
本
仏
教
会
が

調
整
し
て
政
府
が
統
制
す
べ
く
、
指
導
要
領
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
南
方
地
域
は
、
文
化
工
作
を
主
体
と
し
た
た
め
、
各
宗
派
に
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よ
る
布
教
を
想
定
し
た
制
度
は
創
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

一
九
四
二
年
一
一
月
に
、
大
東
亜
省
官
制
（
昭
和
一
七
年
勅
令
第
七
〇
七
号
）
に
基
づ
き
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
行
政
事
務

（
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
を
除
く
）
を
所
掌
す
る
、
大
東
亜
省
が
設
置
さ
れ
た
。
従
来
の
拓
務
省
、
内
閣
の
興
亜
院
と
対
満

事
務
局
、
外
務
省
東
亜
局
・
南
洋
局
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
東
亜
省
の
設
置
後
、
興
亜
院
が
所
掌
し
て
い
た
中
国
方
面
の

宗
教
事
務
は
、
同
省
支
那
事
務
局
が
引
き
継
い
だ
。
南
方
方
面
の
宗
教
対
策
の
確
立
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
同
省
南
方
事
務
局

で
具
体
化
さ
れ
た
形
跡
は
な
い（

（（
（

。

（
２
）
対
南
方
地
域
の
活
動

　

大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
に
よ
る
南
方
地
域
の
主
な
活
動
を
見
よ
う
。
同
会
が
作
成
し
た
資
料
か
ら
、
そ
の
概
要
を
示
す（

（（
（

。

①　

南
方
関
係
全
般

・
行
政
（
興
亜
院
、
大
東
亜
省
、
情
報
局
）、
大
政
翼
賛
会
、
宗
教
界
（
教
派
神
道
連
合
会
、
日
本
基
督
教
連
合
会
）
な
ど
関
係

機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
、
中
国
、
蒙
疆
、
満
洲
、
南
方
各
方
面
へ
の
仏
教
進
出
の
方
策
に
つ
い
て
、
調
査
と
研
究
を
行
っ

た
。
現
地
と
の
連
携
の
緊
密
化
を
進
め
た
。

・
随
時
、
各
宗
派
の
興
亜
事
業
代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
、
現
地
状
況
を
聴
取
し
、
各
種
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

・
一
九
四
二
年
六
月
、
文
部
省
主
催
の
「
南
方
宗
教
講
座
」
が
、
東
京
芝
の
浄
土
宗
増
上
寺
内
の
明
照
会
館
に
て
開
催
。
宗
教
界

か
ら
二
〇
二
名
が
参
加
。
大
日
本
仏
教
会
で
は
講
座
の
開
設
に
協
力
し
て
、
講
演
録
を
元
に
、
同
会
の
編
纂
で
『
南
方
宗
教
事

情
と
そ
の
諸
問
題
』
が
公
刊
さ
れ
た（

（（
（

。

・
一
九
四
三
年
七
月
三
日
、
東
京
丸
ノ
内
の
大
東
亜
会
館
に
て
「
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
」
が
開
催
。
大
日
本
仏
教
会
は
協
力
。
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・
「
仏
蹟
顕
彰
発
願
発
示
報
国
法
要
」
を
執
行
し
て
南
方
仏
教
の
顕
彰
を
努
め
、
真
如
親
王
（
皇
族
出
身
、
平
安
期
に
南
海
の
羅

越
国
で
没
し
た
と
さ
れ
る
）
の
遺
徳
を
奉
賛
し
た
。

②　

タ
イ
方
面

・
一
九
四
一
年
一
二
月
二
七
日
、「
日
本
国｢

タ
イ｣

国
間
同
盟
条
約
」（
条
約
第
二
〇
号
、
通
称
「
日
泰
攻
守
同
盟
条
約
」）
の

公
布
。
翌
年
四
月
に
タ
イ
は
ピ
ヤ
・
パ
ホ
ン
中
将
ら
を
慶
祝
使
節
と
し
て
日
本
に
派
遣
。
大
日
本
仏
教
会
は
、「
歓
迎
報
国
法

要
」
を
行
い
、
日
泰
両
国
の
仏
教
親
善
強
化
を
行
っ
た
。

・
一
九
四
二
年
七
月
、
タ
イ
か
ら
の
慶
祝
使
節
の
答
礼
の
た
め
、
政
府
は
特
派
大
使
と
し
て
元
内
閣
総
理
大
臣
の
広
田
弘
毅
ら
を

派
遣
。
広
田
の
斡
旋
で
、
タ
イ
か
ら
日
本
国
民
に
仏
舎
利
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
日
本
仏
教
会
は
追
加
予
算
を
可
決

し
て
恭
迎
準
備
事
業
を
行
っ
た
。

・
一
九
四
二
年
一
〇
月
に
バ
ン
コ
ク
周
辺
で
起
き
た
水
害
に
際
し
て
、
各
道
府
県
仏
教
会
を
通
じ
て
、
全
国
に
水
害
見
舞
金
勧
募

運
動
を
展
開
し
た
。

・
一
九
四
二
年
一
二
月
二
八
日
、「
日
本
国
「
タ
イ
」
国
間
文
化
協
定
」（
条
約
第
二
号
、
通
称
「
日
泰
文
化
条
約
」）
が
公
布
。

大
日
本
仏
教
会
は
、
タ
イ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
東
京
中
央
放
送
局
か
ら
タ
イ
向
け
の
海
外
放
送
で
、
副
会
長
の
安
田
力

は
、「
日
泰
文
化
協
定
成
立
を
祝
し
て
」
と
題
し
て
講
話
。

・
一
九
四
三
年
二
月
二
七
日
、
東
京
の
築
地
本
願
寺
で
「
日
泰
文
化
協
定
成
立
記
念　

日
泰
親
善
仏
教
大
会
」
が
開
催
。
主
催
は

大
日
本
仏
教
会
、
後
援
は
文
部
省
、
大
東
亜
省
、
情
報
局
、
外
務
省
。
大
会
に
て
、
タ
イ
大
使
に
水
害
見
舞
金
を
贈
呈
し
た
。

・
一
九
四
三
年
七
月
一
日
、
大
日
本
仏
教
会
が
タ
イ
に
派
遣
し
た
木
辺
孝
慈
ら
の
親
善
使
節
は
、
ピ
ブ
ー
ン
ソ
ン
ク
ラ
ー
ム
首
相

か
ら
仏
舎
利
を
贈
呈
さ
れ
る
。
帰
国
し
た
七
月
一
七
日
、
大
日
本
仏
教
会
主
催
で
恭
迎
式
を
挙
行
し
た
。
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・
バ
ン
コ
ク
に
建
設
す
る
日
泰
文
化
会
館
に
、
五
重
塔
を
備
え
た
仏
教
館
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
大
日
本
仏
教
会
は
全

国
に
勧
募
を
行
い
、
建
設
寄
附
金
を
集
め
た
。

③　

ビ
ル
マ
方
面

・
開
戦
直
後
の
ビ
ル
マ
戦
線
に
お
い
て
、
同
方
面
を
担
当
す
る
日
本
陸
軍
第
一
五
軍
の
作
戦
の
一
環
と
し
て
、
僧
侶
か
ら
な
る
司

令
部
付
の
宗
教
宣
撫
班
が
編
成
。
陸
軍
参
謀
本
部
か
ら
の
命
令
に
よ
り
、
大
日
本
仏
教
会
は
各
宗
派
か
ら
の
推
薦
で
人
員
を
供

出
し
た
。
宗
教
宣
撫
班
は
、
ビ
ル
マ
戦
線
の
各
地
で
僧
侶
姿
に
て
戦
争
の
目
的
を
宣
伝
す
る
な
ど
の
宣
撫
工
作
を
行
っ
た
。

・
一
九
四
三
年
六
月
、
ビ
ル
マ
視
察
団
が
来
日
。
大
日
本
仏
教
会
は
、
歓
迎
会
と
視
察
斡
旋
を
行
う
。
バ
ー
・
モ
ウ
行
政
府
長
官

へ
の
記
念
品
を
贈
呈
。
同
年
八
月
、
ビ
ル
マ
は
独
立
を
宣
言
。

・
一
九
四
四
年
五
月
二
九
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で
「
ビ
ル
マ
国
寄
遷
仏
舎
利
恭
迎
式
」
が
開
催
。
ビ
ル
マ
大
使
テ
ー
ン
・

モ
ン
か
ら
元
ビ
ル
マ
軍
政
顧
問
で
あ
っ
た
桜
井
兵
五
郎
に
仏
舎
利
が
贈
呈
。
大
日
本
仏
教
会
は
協
賛
。

④　

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
仏
印
）
方
面

・
大
日
本
仏
教
会
で
は
、
日
本
と
仏
印
の
知
識
人
の
交
流
を
計
画
。
ハ
ノ
イ
の
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
東
洋
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

セ
デ
ス
ら
の
日
本
招
聘
の
準
備
を
進
め
た
が
実
現
せ
ず
。

・
一
九
四
三
年
、
大
東
亜
省
と
文
部
省
の
指
導
と
斡
旋
に
よ
り
大
日
本
仏
教
会
で
は
、
ハ
ノ
イ
に
留
学
生
団
を
派
遣
。
極
東
学
院

や
館
使
寺
な
ど
で
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
の
調
査
研
究
に
従
事
さ
せ
た
。

　

大
日
本
仏
教
会
の
興
亜
局
の
事
業
費
は
、
例
え
ば
一
九
四
三
年
度
の
予
算
案
を
見
る
と
、
総
額
が
計
二
七
万
六
〇
〇
〇
円
で
あ
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る（
（（
（

。
内
訳
は
第
一
目
文
化
事
業
費
（
二
五
万
円
）、
第
二
目
連
絡
費
（
一
万
五
〇
〇
〇
円
）、
第
三
目
調
査
費
（
一
万
一
〇
〇
〇

円
）
で
あ
る
。
同
会
の
歳
入
は
各
宗
派
の
負
担
金
に
よ
る
が
、
同
年
度
の
事
業
費
の
う
ち
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
と
し
て
大
東
亜

省
か
ら
二
万
円
、
文
部
省
か
ら
二
万
円
で
、
一
般
有
志
か
ら
の
一
〇
万
円
の
寄
附
金
が
あ
っ
た
。『
本
願
寺
新
報
』
に
よ
れ
ば
、

「
大
日
本
仏
教
会
で
は
大
東
亜
省
、
文
部
省
等
関
係
諸
官
庁
の
強
力
な
る
要
請
に
応
じ
て
興
亜
局
の
本
年
度
の
事
業
予
算（

（（
（

」
を
決

定
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
日
本
仏
教
会
で
は
、
中
国
方
面
か
ら
南
方
方
面
へ
活
動
地
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、

特
に
同
盟
国
で
あ
る
タ
イ
を
重
視
し
て
い
た
。

四　

財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
へ
の
再
編

１　

文
部
省
の
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
の
決
定

　

続
い
て
、
仏
教
界
を
含
む
宗
教
界
全
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
、
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
を
述
べ
る（

（（
（

。
文
部
省
に
お

け
る
宗
教
制
度
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
官
制
（
昭
和
一
九
年
一
月
二
七
日
勅
令
第
五
〇
号
）
が
公
布
施
行

さ
れ
、
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
委
員
に
よ
る
審
議
を
経
て
、
委
員
会
で
は
、
次
の
答
申
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　

宗
教
教
化
活
動
ノ
強
化
促
進
ニ
関
ス
ル
答
申
（
昭
和
一
九
年
五
月
五
日
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
第
三
回
総
会
決
定
）（
抄
）

　
　

第
二　

宗
教
教
化
活
動
ノ
強
化
促
進
ニ
関
ス
ル
実
施
事
項

　
　
　

四
、
宗
教
団
体
ノ
連
絡
提
携
ノ
強
化
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　
（
二
）
神
仏
基
各
連
合
機
関
ノ
整
備
強
化
ヲ
図
ル
コ
ト

−40−−41−



　
　
　
　
（
三
）
神
仏
基
三
教
間
ノ
連
絡
提
携
ヲ
一
層
緊
密
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

　
　
　
　

七
、
大
東
亜
建
設
ニ
対
ス
ル
宗
教
的
協
力
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　
　
　
（
一
）
宗
教
的
立
場
ヨ
リ
大
東
亜
共
同
宣
言
ノ
趣
旨
ノ
宣
揚
ヲ
図
ル
コ
ト

　
　
　
　
（
二
）
大
東
亜
宗
教
文
化
、
芸
術
ニ
関
ス
ル
調
査
研
究
ヲ
為
シ
其
ノ
保
存
宣
揚
ヲ
図
ル
コ
ト（

（（
（

　

右
記
の
答
申
を
基
に
、
全
七
条
か
ら
な
る
要
綱
が
、
閣
議
で
諒
解
さ
れ
た
。

　

戦
時
宗
教
教
化
活
動
強
化
方
策
要
綱
（
昭
和
一
九
年
八
月
八
日
閣
議
諒
解
事
項
）（
抄
）

四
、
宗
教
団
体
ノ
組
織
運
営
ヲ
整
備
強
化
シ
各
々
其
ノ
特
色
ヲ
発
揮
ス
ル
ト
共
ニ
相
互
ノ
連
絡
提
携
ヲ
一
層
緊
密
ニ
シ

其
ノ
総
力
ヲ
結
集
シ
テ
時
局
ノ
進
展
ニ
即
応
シ
清
新
強
力
ナ
ル
教
化
活
動
ヲ
展
開
セ
シ
ム
ル
コ
ト

七
、
大
東
亜
ニ
於
ケ
ル
宗
教
ノ
重
要
性
ニ
鑑
ミ
彼
我
宗
教
ノ
伝
統
ヲ
尊
重
シ
ツ
ツ
其
ノ
親
善
提
携
ヲ
促
進
ス
ル
ト
共
ニ

大
東
亜
宗
教
文
化
ノ
興
隆
ヲ
図
リ
以
テ
大
東
亜
建
設
ニ
貢
献
セ
シ
ム
ル
コ
ト（

（（
（

　

要
綱
に
あ
る
「
宗
教
団
体
ノ
…
…
連
絡
提
携
ヲ
一
層
緊
密
」
と
の
決
定
に
よ
り
、
宗
教
界
の
関
係
団
体
が
再
編
さ
れ
、
財
団
法

人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
が
、
同
年
九
月
二
九
日
に
、
財
団
法
人
と
し
て
設
立
許
可
さ
れ
た
。
同
会
は
、
神
道
教
派
連
合
会
、

財
団
法
人
神
道
奨
学
会
、
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
、
日
本
基
督
教
連
合
会
、
宗
教
団
体
戦
時
中
央
委
員
会
、
財
団
法
人
神
道
奨

学
会
、
宗
教
団
体
戦
時
中
央
委
員
会
、
仏
教
音
楽
協
会
等
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
九
月
三
〇
日
に
東
京
丸
ノ
内
の
大
東
亜
会

舘
（
現
在
の
東
京
会
舘（

（（
（

）
に
て
、
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
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２　

組
織
と
事
業

　

財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
目
的
と
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
寄
附
行
為
（
昭
和
一
九
年
九
月
二
九
日
文
部
大
臣
許
可
）（
抄
）

　
　
　

第
一
章　

総
則

　
　

第
一
条　

本
会
ハ
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
ト
称
ス

　
　

第
二
条　

本
会
ハ
事
務
所
ヲ
東
京
都
麹
町
区
霞
ヶ
関
三
丁
目
四
番
地
ノ
十
二
文
部
省
内
ニ
置
ク

　
　
　

第
二
章　

目
的
及
事
業

第
三
条　

本
会
ハ
教
派
、
宗
派
及
教
団
ノ
協
力
一
致
ニ
依
リ
我
ガ
国
宗
教
ノ
本
義
ノ
発
揚
ニ
努
メ
国
策
ニ
即
応
シ
テ
戦
時
宗

教
教
化
活
動
ノ
強
化
促
進
ヲ
図
リ
皇
国
護
持
ノ
至
誠
ヲ
致
ス
ト
共
ニ
道
義
ニ
基
ク
大
東
亜
建
設
ニ
貢
献
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的

ト
ス

第
四
条　

本
会
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
為
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

一
、
宗
教
報
国
精
神
ノ
昂
揚
ニ
関
ス
ル
事
項
／
二
、
宗
教
教
化
ニ
関
ス
ル
国
策
ノ
滲
透
具
現
ニ
関
ス
ル
事
項
／
三
、
政
府

及
関
係
諸
団
体
ト
ノ
連
絡
ニ
関
ス
ル
事
項
／
四
、
宗
教
教
化
運
動
ノ
企
画
実
施
並
ニ
促
進
ニ
関
ス
ル
事
項
／
五
、
宗
教
団

体
ノ
教
化
施
設
運
営
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
事
項
／
六
、
宗
教
教
学
ノ
刷
新
振
興
ニ
関
ス
ル
事
項
／
七
、
宗
教
教
師
ノ
錬
成
ニ

関
ス
ル
事
項
／
八
、
大
東
亜
建
設
ニ
対
ス
ル
宗
教
的
協
力
ニ
関
ス
ル
事
項
／
九
、
宗
教
教
化
ニ
関
ス
ル
研
究
ノ
助
成
ニ
関

ス
ル
事
項
／
十
、
宗
教
教
化
功
労
者
ノ
顕
彰
ニ
関
ス
ル
事
項
／
十
一
、
宗
教
教
化
ニ
関
ス
ル
各
種
ノ
調
査
並
ニ
資
料
ノ
蒐

集
頒
布
ニ
関
ス
ル
事
項
／
十
二
、
機
関
紙
、
宗
教
教
化
関
係
図
書
等
ノ
編
纂
刊
行
ニ
関
ス
ル
事
項
／
十
三
、
其
ノ
他
必
要

ナ
ル
事
項（

（（
（
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財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、
政
府
が
運
営
に
関
与
し
て
い
た
。
同
会
は
、「
新
タ
ニ
政
府
ト
表
裏
一
体
ノ
下
神
道
、

仏
教
及
基
督
教
ヲ
打
テ
一
丸
ト
ス
ル（

（（
（

」
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
会
長
は
文
部
大
臣
が
務
め
、
事
務
所
が

文
部
省
内
に
置
か
れ
て
同
省
か
ら
補
助
金
が
出
る
な
ど
、
文
部
省
と
宗
教
界
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
。

　

寄
附
行
為
で
は
、「
第
四
章　

役
員
／
第
十
二
条　

本
会
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
／
一
、
会
長
一
名
／
二
、
副
会
長
三
名
／
三
、

理
事
長
一
名
／
四
、
常
任
理
事
二
十
名
以
内
／
五
、
理
事
六
十
名
以
内
／
六
、
監
事
三
名
」
と
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
会
長
以

下
の
人
事
が
充
て
職
と
し
て
、
寄
附
行
為
に
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
会
長
に
は
「
文
部
大
臣
ヲ
推
戴
」（
第
一
三
条
）、
副

会
長
の
三
名
は
「
文
部
次
官
ノ
職
ニ
在
ル
者
」、「
宗
教
家
」、「
学
識
経
験
ノ
ア
ル
者
」（
第
一
四
条
）
で
あ
っ
た
。
理
事
は
「
文

部
省
其
ノ
他
ノ
関
係
官
庁
官
吏
」、「
教
派
、
宗
派
及
教
団
ノ
事
務
主
任
者
」、「
学
識
経
験
ア
ル
者
」
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
常
任
理

事
の
二
名
は
「
文
部
省
教
学
局
長
及
文
部
省
教
学
局
宗
教
課
長
」（
第
一
五
条
）
と
し
た（

（（
（

。

　

そ
の
結
果
、
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
設
立
当
時
の
主
な
幹
部
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
会
長
は
二
宮
治
重

（
文
部
大
臣
）。
副
会
長
は
藤
野
恵
（
文
部
次
官
）、
郁
芳
随
円
（
浄
土
宗
管
長
）、
安
藤
正
純
（
衆
議
院
議
員
、
真
宗
大
谷
派
寺

院
出
身
）。
理
事
長
は
近
藤
寿
治
（
文
部
省
教
学
局
長
）。
理
事
は
三
島
通
陽
（
文
部
参
与
官
）、
安
藤
義
良
（
大
東
亜
省
総
務
局

長
）、
近
藤
寿
治
（
前
掲
）、
吉
田
孝
一
（
文
部
省
教
学
局
宗
教
課
長
）、
宗
教
界
か
ら
は
教
派
神
道
、
仏
教
宗
派
、
キ
リ
ス
ト
教

団
の
要
職
者
が
就
任
し
た（

（（
（

。
事
務
総
長
は
空
席
で
同
総
長
事
務
取
扱
と
し
て
近
藤
寿
治
、
総
務
局
長
は
空
席
で
同
局
長
事
務
取
扱

と
し
て
吉
田
孝
一
、
神
道
局
長
は
神
野
正
照
、
仏
教
局
長
は
倉
持
秀
峰
、
基
督
教
局
長
は
今
泉
真
幸
で
あ
る
。

　

財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、
発
足
が
遅
れ
た
た
め
、
方
針
の
策
定
後
に
調
整
が
急
が
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
八
月
に
、
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
の
三
代
会
長
と
し
て
浄
土
宗
管
長
の
郁
芳
随
円
が
就
任
し
た

が
、
九
月
に
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
再
編
は
早
急
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

敗
戦
の
前
年
に
発
足
し
た
の
は
、
政
府
内
で
宗
教
政
策
の
方
針
が
錯
綜
し
て
、
実
行
さ
れ
る
の
に
時
間
を
要
し
た
か
ら
で
あ
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る
。
報
国
会
で
は
、
旧
来
の
神
道
教
派
連
合
会
、
大
日
本
仏
教
会
、
日
本
基
督
教
連
合
会
が
実
施
し
た
事
業
を
継
承
し
た
。
内
地

で
は
、
各
府
県
に
支
部
を
結
成
し
て
、
宗
教
者
の
動
員
と
戦
争
遂
行
の
宣
伝
に
終
始
し
た
。
外
地
の
宗
教
対
策
は
具
体
化
に
は
至

ら
ず
、
一
九
四
五
年
夏
に
海
外
宗
教
情
報
戦
時
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
機
能
せ
ず
敗
戦
と
な
っ
た（

（（
（

。
日
本
大
学
講
師

を
務
め
た
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
の
小
松
雄
道
は
、「
戦
時
宗
教
報
国
会
は
遅
れ
た
。
先
駆
者
た
る
べ
き
者
と
し
て
遺
憾
に
堪
へ
ず

そ
れ
で
も
無
い
よ
り
も
ま
し
で
あ
る（

（（
（

」
と
評
し
て
い
た
。

３　

大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
仏
教
局

　

大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
に
は
、
総
務
局
、
神
道
局
、
仏
教
局
、
基
督
教
局
が
設
置
さ
れ
た
。
大
日
本
仏
教
会
を
前
身
と
す
る

仏
教
局
を
見
よ
う
。
規
程
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
事
務
局
規
程
（
抄
）

　

第
一
条　

事
務
局
ニ
左
ノ
四
局
ヲ
置
ク
／
総
務
局
／
神
道
局
／
仏
教
局
／
基
督
教
局

　

第
九
条　

仏
教
局
ニ
左
ノ
三
部
ヲ
置
ク
／
庶
務
部
／
教
化
部
／
興
亜
部

　

第
十
条　

仏
教
局
庶
務
部
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

一　

各
宗
派
ノ
教
化
活
動
ノ
連
絡
調
整
ニ
関
ス
ル
事
項
／
二　

特
別
布
教
師
ノ
派
遣
其
ノ
他
宗
教
教
師
、
僧
侶
等
ノ
動
員
ニ

関
ス
ル
事
項
／
三　

仏
教
音
楽
ノ
振
興
ニ
関
ス
ル
事
項
／
四　

他
部
ニ
属
セ
ザ
ル
事
項

　

第
十
一
条　

仏
教
局
教
化
部
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

一　

宗
教
団
体
戦
時
報
国
常
会
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
事
／
二　

教
学
ノ
刷
新
振
興
ニ
関
ス
ル
事
項
／
三　

祈
願
法
要
、
講
演

会
、
協
議
会
等
ノ
開
催
ニ
関
ス
ル
事
項
／
四　

宗
教
教
師
、
僧
侶
等
ノ
錬
成
ニ
関
ス
ル
事
項
／
五　

其
ノ
他
教
化
活
動
ノ
促
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進
ニ
関
ス
ル
事
項

　

第
十
二
条　

仏
教
局
興
亜
部
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

一　

宗
教
教
師
僧
侶
等
ノ
海
外
派
遣
ニ
関
ス
ル
事
項
／
二　

大
東
亜
諸
地
域
ニ
於
ケ
ル
仏
教
団
体
、
仏
教
徒
等
ト
ノ
親
善
提

携
ニ
関
ス
ル
事
項
／
三　

日
本
仏
教
文
化
ノ
海
外
宣
揚
及
大
東
亜
仏
教
文
化
ノ
調
査
研
究
ニ
関
ス
ル
事
項
／
四　

海
外
留
学

生
ノ
派
遣
及
内
地
留
学
生
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
事
項（

（（
（

　

仏
教
局
の
体
制
は
、
倉
持
秀
峰
（
局
長
）。
庶
務
部
は
来
馬
琢
道
（
部
長
）、
原
聖
道
（
副
部
長
）、
横
山
競
禅
（
主
事
）。
教

化
部
は
上
野
興
仁
（
部
長
）、
大
島
晃
道
（
副
部
長
）、
平
田
成
正
（
主
事
）。
興
亜
部
は
上
野
興
仁
（
部
長
（
兼
））、
斎
藤
俊
道

（
副
部
長
）、
網
田
義
雄
（
主
事
）
で
あ
る（

（（
（

。

　

書
類
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
昭
和
十
九
年
度
予
算
案
」
を
見
る
と
、
歳
入
は
三
九
万
四
四
八
一
円
四
四
銭
で
あ
る
。
内
訳

は
文
部
省
交
付
金
（
二
〇
万
円
）、
神
道
局
拠
出
金
（
六
四
〇
〇
円
）、
仏
教
局
拠
出
金
（
一
七
万
二
二
二
六
円
四
四
銭
）、
基
督

局
拠
出
金
（
四
九
〇
〇
円
）、
基
本
財
産
果
実
（
二
七
七
五
円
）、
経
常
財
産
果
実
（
二
一
八
〇
円
）、
刊
行
物
収
入
（
六
〇
〇
〇

円
）
で
あ
る
。
歳
入
の
半
額
は
文
部
省
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
。
次
い
で
仏
教
局
か
ら
の
拠
出
金
で
あ
る
が
、
金
額
が
端
数
な
の

は
、
各
宗
派
の
寺
院
数
、
檀
信
徒
数
を
基
に
負
担
金
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
合
計
額
だ
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

４　

敗
戦
と
再
編

　

財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
は
、
敗
戦
後
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
に
、
財
団
法
人
日
本
宗
教
会
と
改
称

し
て
、
翌
年
二
月
に
寄
附
行
為
変
更
が
認
可
さ
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
文
部
省
の
官
僚
が
役
員
に
就
任
し
て
運
営
に
関
与
し
た（

（（
（

。

　

そ
の
後
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月
二
日
に
、
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
と
改
称
さ
れ
、
文
部
省
の
影
響
下
か
ら
脱
し
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て
、
宗
教
界
に
よ
る
自
主
自
立
の
組
織
と
な
っ
た
。
理
事
や
監
事
、
監
事
は
、
宗
教
界
や
学
識
経
験
者
が
就
任
し
た
。
た
だ
し
常

務
理
事
の
吉
田
孝
一
は
元
文
部
省
宗
務
課
長
（
一
九
四
二
─
一
九
四
六
年
在
任
）、
理
事
の
う
ち
学
識
経
験
者
枠
の
下
村
寿
一
は

元
文
部
省
宗
教
局
長
（
一
九
二
四
─
一
九
二
九
、一
九
三
二
─
一
九
三
四
年
同
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
文
部
省
の
現
職
者
に
代

わ
り
元
官
僚
が
、
中
枢
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
下
村
は
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
文
部
省
の
宗
教
法
人
審
議
会
の

会
長
（
一
九
五
二
─
一
九
六
五
年
同
）
を
務
め
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
任
意
団
体
で
あ
っ
た
仏
教
各
宗
派
懇
話
会
に
始
ま
り
、
仏
教
連
合
会
の
設
立
、
財
団
法
人
の
許
可
、
大
日
本

仏
教
連
合
会
の
改
称
を
経
て
、
大
日
本
仏
教
会
の
概
要
と
南
方
地
域
の
活
動
、
再
編
後
の
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の

仏
教
局
の
動
き
を
た
ど
っ
て
み
た
。
結
論
の
述
べ
る
と
、
次
の
三
点
が
示
せ
る
。

　

第
一
に
、
仏
教
連
合
会
の
財
団
法
人
設
立
許
可
か
ら
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
再
編
ま
で
の
流
れ
は
、
戦
時
下
に
よ
る
文
部

省
の
宗
教
統
制
の
結
果
で
あ
る
。
同
時
期
、
各
省
庁
で
は
所
掌
す
る
業
界
や
職
能
集
団
を
動
員
す
る
た
め
に
、
様
々
な
連
合
組
織

を
設
立
し
た
。
政
府
と
文
部
省
が
仏
教
宗
派
へ
の
指
導
が
徹
底
で
き
た
の
は
、
仏
教
界
の
連
合
組
織
の
存
在
が
大
き
い
。
い
わ
ば

連
合
組
織
が
、
政
府
と
仏
教
宗
派
・
各
地
区
仏
教
会
の
間
に
お
い
て
、
命
令
系
統
の
回
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
指

導
は
、
全
国
の
末
寺
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
の
発
足
の
遅
延
は
、
政
府
内
で
の
宗
教
施
策
の
錯
綜
に
起
因
し
た
。
文
部
省
で

は
、
早
く
か
ら
宗
教
行
政
の
拡
充
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
制
度
化
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
の
設
置
ま

−4（−−4（−



で
、
諮
問
機
関
は
な
く
、
任
意
に
懇
談
会
を
開
い
て
決
定
や
要
請
が
出
さ
れ
た
が
、
法
的
拘
束
力
が
な
く
単
な
る
目
安
で
あ
っ

た
。
報
国
会
の
発
足
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
、
宗
教
団
体
法
の
施
行
か
ら
数
年
余
り
で
、
法
制
度
を
定
着
す
べ
く
、
国
内
で
の
体

制
整
備
の
対
応
の
た
め
、
後
手
に
回
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
政
府
内
で
は
、
統
一
的
な
大
東
亜
共
栄
圏
の
宗
教

政
策
の
樹
立
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
ず
内
地
の
宗
教
制
度
の
整
備
を
優
先
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
日
本
の
対
外
膨
張
に
従
っ
て
、
仏
教
界
の
連
合
組
織
は
活
動
範
囲
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
ま
で
は
中
国
方

面
で
活
動
し
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
を
前
後
し
て
南
方
方
面
も
対
象
と
な
っ
た
。
中
国
方
面
は
日
本
と
同
じ
大
乗
仏
教

で
、
南
方
方
面
で
は
タ
イ
等
は
上
座
仏
教
で
イ
ン
ド
シ
ナ
の
一
部
は
大
乗
仏
教
で
あ
る
。
い
わ
ば
南
方
方
面
は
、
こ
れ
ま
で
前
例

が
な
か
っ
た
上
座
仏
教
に
対
応
す
る
た
め
、
効
果
的
に
文
化
工
作
を
実
施
す
べ
く
、
民
衆
層
よ
り
も
指
導
者
層
を
重
視
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
仏
教
界
の
連
合
組
織
の
沿
革
と
役
割
を
整
理
し
て
き
た
。
仏
教
連
合
会
か
ら
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
に
至
る
ま

で
、
任
意
団
体
時
期
を
含
め
れ
ば
三
十
余
年
の
活
動
時
期
が
あ
り
、
こ
の
間
、
多
く
の
仏
教
宗
派
と
仏
教
者
が
関
わ
っ
て
き
た
。

二
〇
世
紀
の
日
本
の
仏
教
界
を
検
討
す
る
上
で
、
連
合
組
織
の
活
動
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
必
要
な
視
点
で
あ
る
。

 

（
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
専
門
職
）

付
記　

本
論
に
お
け
る
意
見
の
部
分
は
、
個
人
の
見
解
で
あ
る
。
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注
記

（
1
） 
公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
で
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月
二
日
を
連
盟
の
設
立
日
と
し
て
い
る
。
な
お
日
本
宗
教
連
盟
編
『
日
本

宗
教
連
盟
小
史
─
創
立
二
十
周
年
記
念
』（
日
本
宗
教
連
盟
、
一
九
六
六
年
）、
日
本
宗
教
連
盟
五
〇
周
年
実
行
委
員
会
編
『
日
本
宗
教
連
盟
五
十
年

の
あ
ゆ
み
』（
同
、
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
財
団
法
人
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
が
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
設
立
し
た
と
一
部
で
間

違
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
2
） 

大
日
本
宗
教
報
国
会
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
六
月
一
四
日
に
、
大
政
翼
賛
会
、
文
部
省
の
後
援
、
神
道
教
派
連
合
会
、
大
日
本
仏
教

会
、
日
本
基
督
教
連
盟
の
賛
助
に
よ
り
、
東
京
小
石
川
の
伝
通
会
館
（
浄
土
宗
伝
通
院
）
に
て
、
第
一
回
宗
教
報
国
全
国
大
会
を
開
催
。
大
会
の

協
議
会
で
は
、
内
閣
直
属
の
宗
教
特
別
官
衙
の
設
立
、
大
政
翼
賛
会
で
宗
教
を
担
当
す
る
部
門
の
設
置
を
決
議
し
た
。「
全
国
か
ら
宗
教
戦
士
／
職

域
奉
公
の
誠
を
誓
ふ
／
宗
教
報
国
全
国
大
会
気
勢
揚
る
／
宗
教
特
別
官
衙
設
置
当
局
に
陳
情
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
五
四
四
号
、
中
外
日
報
社
、

一
九
四
一
年
六
月
一
七
日
）、
二
面
。

（
3
） 

懸
賞
論
文
集
で
あ
る
宗
教
団
体
戦
時
中
央
委
員
会
編
『
大
東
亜
建
設
と
宗
教
』（
東
京
開
成
館
、
一
九
四
三
年
）
に
、「
文
部
省
及
ビ
諸
官
庁
並
ニ

神
道
教
派
、
仏
教
宗
派
、
基
督
教
教
団
相
互
ノ
連
絡
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
ト
シ
文
部
省
支
持
ノ
下
ニ
各
教
宗
派
教
団
ノ
戦
時
事
務
局
長
ヲ
以
テ
之
ヲ
組

織
シ
タ
ル
事
業
団
体
ニ
シ
テ
組
織
以
来
宗
教
団
体
戦
時
活
動
ノ
中
心
的
存
在
ト
シ
テ
活
動
中
」（
奥
付
）
と
あ
る
。
同
会
代
表
者
は
、
浄
土
宗
執
綱

（
現
在
は
宗
務
総
長
）
の
里
見
達
雄
。

（
4
） 

教
育
審
議
会
の
答
申
「
教
育
行
政
及
財
政
ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
一
六
年
一
〇
月
一
三
日
教
育
審
議
会
総
裁
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
宛
て
）
で
は
、

「
行
政
ニ
関
ス
ル
事
項
」
の
「
一
、
中
央
教
育
行
政
機
構
」
と
し
て
、「
八　

宗
教
ニ
関
ス
ル
行
政
ノ
運
営
ヲ
完
カ
ラ
シ
ム
ル
為
諮
問
機
関
ヲ
設

ク
ル
等
機
構
ノ
整
備
ヲ
図
ル
コ
ト
」
と
し
た
。『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
三
四
集
─
資
料　

教
育
審
議
会
（
総
説
）』（
野
間
教
育
研
究
所
、

一
九
九
一
年
）、
一
八
七
頁
。

（
5
） 

無
署
名
記
事
「
決
戦
時
局
下
の
宗
教
国
策
を
検
討
／
文
部
省
が
教
界
学
界
の
権
威
者
と
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
六
八
七
号
、
一
九
四
一
年
一
二
月

五
日
）、
二
面
。

（
（
） 

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
全
日
本
仏
教
会
と
は
」（http://w

w
w

.jbf.ne.jp/about/about_JBF.htm
l

、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
確
認
）

（
（
） 

文
書
「（
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
）
財
団
法
人
設
立
の
件
」（
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
、〈
請
求
番
号
〉
本
館-3D

-025-00

・
平
７
文
部
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01535100

、〈
件
名
番
号
〉00（

、〈
作
成
部
局
〉
文
部
省
、〈
年
月
日
〉
昭
和
一
四
年
二
月
二
一
日
）
に
含
ま
れ
る
「
仏
教
連
合
会
の
起
原
及
事
業

の
概
況
」。

（
（
） 
大
日
本
仏
教
会
編
『
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
要
覧
─
昭
和
十
八
年
一
月
』（
大
日
本
仏
教
会
、
一
九
四
三
年
）、
一
五
頁
。
浄
土
宗
増
上
寺
蔵
、

大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
五
「
大
日
本
仏
教
会
関
係
書
類
」
に
含
む
）。
大
日
本
仏
教
会
の
旧
蔵
資
料
の
目
録
は
、

増
上
寺
史
料
編
纂
所
編
『
増
上
寺
史
料
集　

附
巻
』（
大
本
山
増
上
寺
、
一
九
八
三
年
）
に
お
け
る
「
大
日
本
仏
教
会
」（
五
二
二
─
五
三
〇
頁
）
を

参
照
。
な
お
目
録
は
、
案
件
ご
と
に
封
筒
で
区
分
け
し
た
資
料
の
標
題
の
み
で
、
内
容
物
の
詳
細
な
目
録
は
な
い
。

（
（
） 

無
署
名
記
事
「
各
宗
連
合
の
敬
悼
打
合
」（『
中
外
日
報
』
第
三
七
八
九
号
、
一
九
一
二
年
八
月
六
日
）
に
は
、「
三
教
会
合
の
際
作
ら
れ
し
仏
教
各

宗
派
懇
話
会
に
て
は
、
今
回
の
御
大
喪
に
就
き
各
宗
連
合
に
て
敬
悼
の
意
を
表
す
る
為
め
諸
般
の
事
項
を
議
す
べ
く
第
一
回
の
打
合
準
備
会
を
去

二
日
芝
区
西
大
久
保
天
徳
寺
に
開
会
せ
し
」（
三
面
）
と
あ
る
。

（
10
） 

仏
教
界
の
有
志
に
よ
り
、
第
一
次
宗
教
法
案
に
反
対
す
べ
く
、
仏
教
徒
国
民
同
盟
会
（
後
に
大
日
本
仏
教
徒
同
盟
会
）、
公
認
教
期
成
同
盟
会
、
仏

教
倶
楽
部
、
自
由
主
義
仏
教
徒
同
盟
会
等
が
活
動
し
た
。
な
お
大
正
初
年
、
曹
洞
宗
僧
侶
の
久
内
大
賢
が
代
表
を
務
め
る
大
日
本
仏
教
会
が
活
動

し
て
い
た
が
、
本
論
で
述
べ
る
同
名
組
織
と
は
別
で
あ
る
。
久
内
に
よ
り
、
大
日
本
仏
教
会
編
『
明
治
天
皇
御
聖
徳
』（
一
喝
社
、
一
九
一
二
年
）、

同
会
編
纂
局
編
『
印
度
宗
教
実
見
記
』（
同
、
一
九
一
五
年
）
が
発
行
さ
れ
た
。

（
11
） 

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
内
〝
全
仏
二
十
年
の
歩
み
〟
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
全
仏
二
〇
年
の
歩
み
』（
同
会
、
一
九
七
三
年
）
に
は
、「「
全
仏
」

の
前
身
が
発
祥
し
た
発
足
当
初
の
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
必
ず
し
も
正
確
な
発
展
史
を
握
ん
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
明
治

三
三
年
頃
に
仏
教
懇
話
会
と
し
て
誕
生
し
た
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
」（
八
頁
）
と
あ
る
。

 

大
日
本
仏
教
会
時
代
の
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
〇
月
一
一
日
に
、
東
京
芝
の
浄
土
宗
増
上
寺
境
内
に
あ
っ
た
事
務
所
が
火
災
で
焼
失
し
た
。

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
「
事
務
所
全
焼
に
付
き
謹
告
」（『
中
外
日
報
』
第
一
二
九
四
六
号
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
六
日
、
四
面
）
を
参
照
。

（
12
） 

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
、
外
務
省
は
、
翌
年
度
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
の
外
交
使
節
の
交
換
を
計
画
し
た
。
仏
教
連
合
会
は
、
ロ
ー
マ
教

皇
は
国
家
元
首
で
は
な
く
宗
教
団
体
の
指
導
者
で
あ
る
と
し
て
、
使
節
交
換
に
反
対
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
九
年
に
イ
タ
リ
ア
と
ロ
ー
マ
教
皇

庁
と
の
間
で
ラ
テ
ラ
ノ
条
約
が
締
結
さ
れ
、
バ
チ
カ
ン
市
国
が
独
立
し
た
主
権
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
日
本
と
バ
チ
カ
ン
市
国
は
一
九
四
二

年
に
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
が
、
敗
戦
後
の
途
絶
を
経
て
、
一
九
五
二
年
に
再
開
し
た
。

（
13
） 「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
事
業
及
び
活
動
概
要
」（
仏
教
連
合
会
編
『
国
民
精
神
総
動
員
要
覧
』
仏
教
連
合
会
、
一
九
四
〇
年
）、
一
〇
三
頁
。
引

用
は
、
同
書
を
復
刻
し
た
、
長
浜
功
編
『
国
民
精
神
総
動
員
運
動
─
民
衆
教
化
動
員
史
料
集
成　

第
三
巻
』（
明
石
書
店
、
一
九
八
八
年
）
を
参
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照
し
た
。

（
14
） 

前
掲
書
、「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
事
業
及
び
活
動
概
要
」、
一
〇
三
頁
。

（
15
） 
無
署
名
記
事
「「
全
仏
」
の
機
構
刷
新
へ
─
委
員
会
が
答
申
書
」（『
全
仏
』
第
一
六
八
号
、
全
日
本
仏
教
会
、
一
九
七
一
年
）、
四
─
五
頁
。

（
1（
） 
前
掲
書
、「（
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
）
財
団
法
人
設
立
の
件
」）
に
含
ま
れ
る
「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
寄
附
行
為
」。

（
1（
） 

前
掲
書
、「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
事
業
及
び
活
動
概
要
」、
一
〇
三
頁
。

（
1（
） 

前
掲
書
、
一
〇
三
頁
。

（
1（
） 

前
掲
書
、
一
〇
三
頁
。

（
20
） 

興
亜
仏
教
協
会
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
時
期
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
宗
教
工
作
─
宇
津
木
二
秀
と
久
野
芳
隆
の
現
地
調
査
」（『
東

洋
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
21
） 「
内
外
地
連
絡
所
」（
前
掲
書
、『
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
要
覧
─
昭
和
十
八
年
一
月
』）、
七
五
頁
。

（
22
） 

文
部
省
文
化
局
宗
務
課
監
修
『
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
八
年
）
の
「
附
録　

Ⅳ
仏
教
宗
派
成
立
・
分
合
一
覧
」

（
一
〇
七
三
─
一
〇
七
九
頁
）
に
基
づ
き
作
表
。

（
23
） 

財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
は
、
宗
教
団
体
法
に
基
づ
き
認
可
さ
れ
た
全
て
の
仏
教
宗
派
が
所
属
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
現
在
の
公
益
財
団

法
人
全
日
本
仏
教
会
は
、
団
体
が
自
主
的
に
加
盟
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
そ
の
た
め
臨
済
宗
国
泰
寺
派
や
日
蓮
正
宗
な
ど
、
大
日
本
仏
教
会

で
は
加
入
し
て
い
た
が
、
現
在
の
全
日
本
仏
教
会
に
入
っ
て
い
な
い
宗
派
も
あ
る
。

（
24
） 

無
署
名
記
事
「
大
日
本
仏
教
会
の
幕
閉
づ
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
五
二
一
号
、
一
九
四
四
年
九
月
三
〇
日
）、
二
面
。

（
25
） 

大
日
本
仏
教
会
編
『
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
寄
附
行
為　

細
則　

事
務
規
程
─
昭
和
十
七
年
九
月
現
在
』（
仏
教
連
合
会
、
一
九
四
二
年
）、
一

頁
。
前
掲
書
、「（
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
）
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
設
立
届
」
に
含
ま
れ
る
。

（
2（
） 

前
掲
書
、「
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
の
事
業
及
び
活
動
概
要
」、
一
〇
三
頁
。

（
2（
） 

前
掲
書
、『
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
寄
附
行
為　

細
則　

事
務
規
程
』、
一
〇
─
一
三
頁
。

（
2（
） 「
仏
教
各
宗
派
対
支
進
出
指
導
要
領
」（
昭
和
一
六
年
八
月
一
一
日
興
亜
院
文
化
部
長
・
文
部
省
宗
教
局
長
決
定
）
に
つ
い
て
、
本
論
に
関
係
す
る
条

項
を
示
す
。

 

「
第
一　

方
策
／
仏
教
各
宗
派
ノ
対
支
進
出
ニ
当
リ
テ
ハ
有
力
ナ
ル
統
制
、
連
絡
及
指
導
ノ
下
ニ
国
策
ニ
順
応
シ
各
宗
派
協
力
一
致
シ
東
亜
新
秩

序
ノ
建
設
ニ
邁
進
セ
シ
ム
ル
如
ク
指
導
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
／
第
二　

要
領
／
一
、
仏
教
各
宗
派
ノ
対
支
進
出
ニ
関
ス
ル
統
制
、
連
絡
及
指
導
ハ
左
ノ
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如
ク
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
／
（
イ
）
対
支
年
度
計
画
ハ
毎
年
各
宗
派
ヨ
リ
大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
ヲ
経
由
シ
提
出
シ
タ
ル
事
業
計
画
等
ニ
基
キ
同

局
ノ
意
見
ヲ
徴
シ
毎
年
度
始
興
亜
院
ニ
於
テ
文
部
省
及
関
係
官
庁
ト
協
議
ノ
上
之
ヲ
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
／
（
ロ
）
各
宗
派
ニ
於
テ
右
対
支
年
度

計
画
ニ
基
キ
新
ニ
寺
院
若
ハ
教
会
所
等
ヲ
設
置
シ
又
ハ
文
化
事
業
等
ヲ
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
都
度
大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
ニ
協
議
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
／
（
ハ
）
各
宗
派
ニ
於
テ
右
対
支
年
度
計
画
ニ
基
キ
新
ニ
布
教
師
及
文
化
事
業
等
ノ
従
事
員
ヲ
渡
支
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
都

度
大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
ニ
協
議
シ
同
局
ヲ
経
由
シ
テ
文
部
省
及
興
亜
院
ニ
申
請
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
／
二
、
…
…
／
三
、
…
…
／
四
、
右
各
項
ノ
実

施
ニ
付
テ
ハ
興
亜
院
ハ
文
部
省
及
関
係
官
庁
ト
緊
密
ナ
ル
連
絡
ノ
下
ニ
大
日
本
仏
教
会
興
亜
局
ノ
指
導
体
制
ニ
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」。
出
典
は
、

JA
CA

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）、Ref.C041232（0（00

、
昭
和
一
六
年
「
陸
支
密
大
日
記 

第
三
三
号
二
／
二
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

 

な
お
各
仏
教
宗
派
が
、
大
日
本
仏
教
会
を
経
由
し
て
、
文
部
省
と
大
東
亜
省
（
興
亜
院
）
に
提
出
し
た
書
類
の
控
え
が
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資

料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
一
「
支
那
渡
航
承
認
願
控
」）
に
あ
る
。

（
2（
） 「
大
東
亜
省
分
課
規
程
」（『
官
報
』
第
四
七
四
四
号
、
内
閣
印
刷
局
、
一
九
四
二
年
一
一
月
二
日
）
に
よ
れ
ば
、
同
省
支
那
事
務
局
に
つ
い
て
、「
第

二
十
二
条　

文
化
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
／
一　

…
…
／
二　

思
想
、
宗
教
、
学
術
及
厚
生
ニ
関
ス
ル
事
項
」（
四
一
頁
）
と
あ
る
が
、
南

方
事
務
局
に
は
宗
教
に
関
す
る
条
項
は
な
い
。

（
30
） 

参
照
し
た
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
は
、「
興
亜
事
務
ニ
関
ス
ル
件
」（
大
日
本
仏
教
会
編
『
昭
和
十
七
年
度
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
事
務
報
告
』

大
日
本
仏
教
会
、
発
行
年
無
記
、
三
─
六
頁
。〈
分
類
番
号
〉
大
─
三
─
七
一
「
大
日
本
仏
教
会
書
類
」
に
含
む
）、「
昭
和
十
八
年
度
財
団
法
人
大

日
本
仏
教
会
興
亜
局
事
業
報
告
書
」（〈
分
類
番
号
〉
大
─
四
─
八
三
「
予
算
・
決
算
関
係
書
類
・
実
行
事
業
案
（
第
三
十
九
回
）」
に
含
む
）。
ま

た
「
昭
和
十
九
年
度
大
日
本
仏
教
会
仏
教
会
興
亜
局
事
業
計
画
書
」（〈
分
類
番
号
〉
大
─
四
─
八
三
「
予
算
・
決
算
関
係
書
類
・
実
行
事
業
案
（
第

三
十
九
回
）」
に
含
む
）
も
参
照
し
た
。

（
31
） 

大
日
本
仏
教
会
編
『
南
方
宗
教
事
情
と
そ
の
諸
問
題
』（
東
京
開
成
館
、
一
九
四
二
年
）
に
所
載
さ
れ
た
の
は
、
阿
原
謙
蔵
（
文
部
省
宗
教
局
長
）「
開
講

の
挨
拶
」、
伊
東
延
吉
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
長
）「
大
東
亜
戦
の
意
義
」、
板
沢
武
雄
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）「
南
方
圏
文
化
問
題
総
論
」、
山
本
快

竜
（
東
京
帝
国
大
学
講
師
）「
泰
国
及
び
仏
印
の
仏
教
事
情
」、
長
井
真
琴
（
文
学
博
士
）「
ビ
ル
マ
の
仏
教
事
情
」、
木
村
日
紀
（
立
正
大
学
教
授
）「
印

度
の
仏
教
と
印
度
教
と
の
関
係
及
び
そ
の
現
状
」、
斎
藤
惣
一
（
日
本
基
督
教
青
年
会
同
盟
総
主
事
）「
南
方
地
域
に
於
け
る
基
督
教
事
情
」、
大
久
保
幸

次
（
回
教
圏
研
究
所
長
）「
南
方
回
教
圏
の
特
質
」、
宇
野
円
空
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
文
学
博
士
）「
南
方
の
民
族
的
宗
教
」。

（
32
） 「
昭
和
十
八
年
度
興
亜
局
事
業
費
予
算
案
」、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
五
〇
「
大
日
本
仏
教
会
書
類
」
に
含
む
）。

（
33
） 

無
署
名
記
事
「
南
方
諸
地
域
へ
／
皇
国
仏
教
の
進
展
／
大
日
本
仏
教
会
の
本
年
度
計
画
」（『
本
願
寺
新
報
』
第
九
八
四
号
、
一
九
四
三
年
二
月
一
五
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日
、
本
願
寺
新
報
社
）、
一
面
。

（
34
） 

大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
と
キ
リ
ス
ト
教
界
に
つ
い
て
は
、
原
誠
「
戦
時
下
の
宗
教
政
策
─
「
戦
時
報
国
会
」
と
日
本
基
督
教
団
」（
土
肥
昭
夫

教
授
退
職
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
キ
リ
ス
ト
教
と
歴
史
─
土
肥
昭
夫
退
職
記
念
論
文
集
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
原
誠
「
戦
時

下
の
諸
教
会
─
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
と
の
関
わ
り
で
」（『
基
督
教
研
究
』
第
五
八
巻
第
二
号
、
同
志
社
大
学
神
学
部
、
一
九
九
七
年
）
を
参

照
。

（
35
） 

無
署
名
記
事
「
宗
教
教
化
方
策
委
員
会
の
答
申
並
に
「
戦
時
宗
教
教
化
活
動
強
化
方
策
要
綱
」
に
就
い
て
」（
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
編
『
日
本
諸

学
』
第
五
号
、
印
刷
局
、
一
九
四
四
年
）、
二
四
四
─
二
五
一
頁
。

（
3（
） 

吉
田
孝
一
「
戦
時
宗
教
教
化
活
動
強
化
方
策
要
綱
に
つ
い
て
」（『
文
部
時
報
』
第
八
二
〇
号
、
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
四
四
年
）、
六
頁
。

（
3（
） 

大
東
亜
会
舘
は
、
現
在
の
東
京
会
舘
（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
）
で
あ
る
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
二
年
七
月
ま
で

は
大
政
翼
賛
会
の
庁
舎
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
五
月
に
は
情
報
局
の
指
導
に
よ
り
「
大
東
亜
会
舘
」
と
改
称
さ
れ
、

政
府
や
軍
部
、
各
統
制
会
の
会
合
な
ど
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
。
東
京
会
舘
編
『
東
京
会
舘
い
ま
む
か
し
』（
東
京
会
舘
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
3（
） 「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
寄
附
行
為
」、
前
掲
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
五
）。

（
3（
） 「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
設
立
ノ
件
」（
昭
和
一
九
年
一
〇
月
六
日
発
教
第
一
九
五
号
、
文
部
次
官
発
各
地
方
長
官
宛
て
）。
近
代
日
本
教
育
制
度

史
料
編
纂
会
編
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料　

第
八
巻
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六
年
）、
九
九
頁
。

（
40
） 

前
掲
書
、「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
寄
附
行
為
」。

（
41
） 

書
類
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
役
員
（
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
現
在
）」。
前
掲
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─

四
五
）。

（
42
） 「
大
規
模
に
活
動
を
展
開
す
る
海
外
宗
教
情
報
委
員
会
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
七
二
七
号
、
一
九
四
五
年
八
月
一
一
日
）、
二
面
。

（
43
） 

小
松
雄
道
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
へ
の
要
望
」（『
宗
教
公
論
』
第
一
三
巻
第
一
一
・
一
二
号
、
宗
教
問
題
研
究
所
、
一
九
四
四
年
）、
一
三
頁
。

（
44
） 

書
類
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
事
務
局
規
程
」、
前
掲
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
五
）。

（
45
） 

書
類
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
事
務
局
職
員
」、
前
掲
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
五
）。

（
4（
） 

書
類
「
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
昭
和
十
九
年
度
予
算
案
」、
前
掲
、
大
日
本
仏
教
会
旧
蔵
資
料
（〈
分
類
番
号
〉
大
─
二
─
四
五
）。

（
4（
） 

財
団
法
人
日
本
宗
教
会
寄
附
行
為
（
昭
和
二
一
年
二
月
九
日
文
部
大
臣
変
更
認
可
）
の
第
一
五
条
第
一
項
に
「
理
事
ハ
文
部
省
其
ノ
他
ノ
関
係
官

庁
官
吏
、
教
派
、
宗
派
及
教
団
ノ
事
務
主
任
者
並
ニ
学
識
経
験
ア
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
会
長
之
ヲ
委
嘱
ス
」
と
あ
る
。
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